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純粋に調節性轄鞍のみを測定した結果， AC/A比は 2.8 士1.0 degrees/' diopter で，従来の値と一致
した。
(総括)












では両眼の調節量はほぼ 1 : 1 であることが明らかになったが，一部の不同視例においては左右眼の調
節量に差のあるものが見られている。また両眼の動的屈折値の最遠視側は，調節麻庫剤を点眼する乙と
により推定できることが明らかになっている。更に調節と幅鞍を同時に測定することにより近接性幅鞍
の存在を強く示唆している。即ち，調節刺激のみを与えた時よりも視標を近づけるという近接刺激を与
えた方が幅鞍が強くおこることを明らかにしている。
本論文は，測定の難しい調節機能を臨床において他覚的に測定することにより両眼の調節の起こり万
および調節と幅鞍との関係について多くの新知見が得られており，学位論文として価値あるものと考え
る。
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